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第６学年社会科 学習指導案 

指導者 小関 洋介 

１ 単元名 明治の国づくりを進めた人々 

２ 単元の目標 

○ 黒船の来航、廃藩置県や四民平等などの改革、文明開化などを手掛かりに、我

が国が明治維新を機に欧米の文化を取り入れつつ近代化を進めたことを理解する

とともに、社会的事象に関する情報を様々な資料から効果的に調べ、まとめる技

能を身に付ける。                    （知識及び技能） 

○ 世の中の様子、人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、我が国の歴史

の展開を考えるとともに、歴史を学ぶ意味を考え、表現する力を養う。 

              （思考力、判断力、表現力等） 

○ 黒船の来航や明治維新、様々な近代化政策について、主体的に問題解決しよう

としたり、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとしたりする

ことを通して、我が国の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養う。 

                  （学びに向かう力、人間性等） 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①黒船の来航や明治維

新、様々な近代化政策

などを手掛かりに、明

治維新を機に欧米の文

化を取り入れつつ近代

化を進めたことを理解

している。 

②年表などの資料で調

べ、まとめている。 

①世の中の様子、人物の

働きや代表的な文化遺

産などに着目して、我

が国の歴史の展開を考

えるとともに、歴史を

学ぶ意味を考え、表現

している。 

①黒船の来航や明治維

新、様々な近代化政策

について、主体的に問

題 解 決 し よ う と し た

り、よりよい社会を考

え学習したことを社会

生活に生かそうとした

りしている。 

４ 単元の指導について 

 (1) 教材について 

本単元は、黒船の来航や廃藩置県、四民平等などの改革、文明開化などの事象

を通して、我が国が明治維新を機に欧米の文化を取り入れつつ近代化を進めてい

ったことを理解することをねらいとしている。 

 (2) 児童の実態について 

国や地方公共団体の取組に関する学習における児童の実態調査の結果からは、

法律の制定や自衛隊の派遣要請などの記述が多く見られ、東日本大震災の復旧・

復興に関する事象に関する知識は、身に付いているといえる。しかし、それぞれ

の事象について、｢誰によって行われているのか」という多角的な視点から捉える

ことや、他の事象を比較、関連付けて総合的に考察することについては課題が見

られた。児童は、話合いに意欲的に取り組み、他者の意見と比較したり関連付け

たりしながら理解を深めていたが、社会的事象について多角的に考えるためには、

立場や主体を明確にして記述したり、話し合ったりする学習形態の工夫が必要だ

と考える。 
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５ 単元の指導計画（９時間扱い）   ◯指導に生かす評価 ◎記録に残す評価 

次 時 学習内容・活動 知 思 態 評価規準 

１ １ 
２ 

１ なぜ複数のペリーの肖像画が存
在しているのか考える。  

２ 学習問題をつかむ。  
 
 
 
３ 開国について、成功と失敗どち
らかの立場を決め、その理由や根
拠となる出来事を考える。  

４ グループで協議して、異なった
立場の意見を通して、自分の考え
を再構成する。  

 
 
 
 
 
 
 
 
５ 実際に開国がどのような影響を
及ぼしたかを調べ、まとめる。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
○根拠を見付けることに到達して
いない児童には、黒船の脅威を
示す資料や物価が高騰したこと
を示す資料などを提示すること
で、根拠を示すことができるよ
うにする。  【ワークシート】  
 

 

３ 
 

１ 単元を貫く学習問題から、各次
の学習問題を考える。 

 
 
 
 
２  国づくりのために、産業、政
治、文化、軍事、人々の生活の５
つの分野を順位付けし、その結果
をグループで協議する。 

３ 協議した結果を基に、単元を貫
く学習問題を解決するための、各
次の学習問題を設定する  

  
 
 
 
 
 

○ 
 
 
 
 
 
◎ 

○日本の危機を実感できず、予想
が立てられない児童には、当時
の中国の情勢を紹介し、国際的
に日本が置かれた状況を踏まえ
て学習問題について予想できる
ようにする。 【ワークシート】 

◎日本の危機を乗り越えるため
に、明治政府が行った政策を予
想し、学習問題を立て問題解決
のへの見通しを立てようとして
いる。     【ワークシート】 

２ ４ 
５ 

１ 大久保利通らが欧米諸国を視察
して、どのようなことを実感した
か予想する。  

２ 学習問題をつかむ。  
 
 
 
 
 
３ 廃藩置県や殖産興業、徴兵令、
地租改正の４つの政策からグルー
プで１つを選び、教科書や資料集
による資料を基に、その政策につ
いて調べる。また、それぞれの政
策を数値で評価する。  

（エキスパートグループ活動）  
４ 異なった政策を調べた児童でグ
ループを編制し、自分が選んだ政
策についての説明や、政策の評価
の発表を行う。  

（プレゼングループ活動）  
５ 本時のまとめをする。  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
○ 
 
 
 
 
◎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◯ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
○政策を評価することに到達して
いない児童には、その政策によ
って実現したことや不便になっ
たことを助言することで、根拠
に基づいて評価することができ
るようにする。【ワークシート】  

 
○政策の評価が進まないグループ
には、各政策の目的に注目する
ように助言し、明治政府のねら
いを理解できるようにする。 

 【発表・ワークシート】 
◎明治政府が行った政策によっ
て、近代国家としての新たな仕
組みが整ったことを理解してい
る。     【ワークシート】  

 

欧米諸国に負けない国づくりのた
めに、明治政府は、産業をどのよう
に改良させたのだろうか。 

明治政府は、欧米諸国に負けない
国づくりのために、殖産興業によっ
て生糸などの生産量を上げ、輸出を
増やした。 

幕府の開国という決断は、結局
成功だったのだろうか？  

私は、開国は成功だったと思いま
した。なぜなら、当時の日本は欧米
諸国に絶対に勝てなかったからで
す。開国すると、欧米諸国に支配さ
れてしまうかもしれないけれど、戦
って大きな被害を受けるよりはいい
と思ったからです。 

日本の危機！欧米諸国に負け
ないために、日本がしなければ
ならないことは？  
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３ ６ １ 学習問題をつかむ。  
 
 
 
２ 文明開化による新しい生活様式
について調べ、明治時代の人々が
大きな変化を実感したものベスト
３を選ぶ。  

３ 個人で決めた順位についてグル
ープで話し合い、グループのベス
ト３を決める。  

４ 学級全体で共有する。  
５ 「今昔メーター」で、現在の生
活との比較を行う。  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
◯ 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 

   
 
 
 
○文明開化による変化や便利さを
考えることに到達していない児
童には、江戸時代の様子を助言
することで、変化に気付くこと
ができるようにする。 

【ワークシート】 
 
 
 

◎明治時代と現代の生活と比較し
ながら、文明開化によって欧米
の文化が広まったことについて
理解している。 

【ワークシート】  

４ 
 

７ 
８ 

１ 西南戦争をはじめ、明治政府に対す
る反対運動や反乱が全国各地で起き
ていたことを知る。 

２ 学習問題をつかむ。 
 
 
 
 
３ 自由民権運動について調べる。 
４ 寸劇を通して、自由民権運動におい
て国民と政府がどのように対立を深
めていったのかを考える。 

５ 内閣制度、大日本帝国憲法、帝国議
会の成立について知る。 

６ 本時のまとめをする。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◯ 
 
 
◎ 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分がその人物をどのように演
じればいいか分からない児童に
は、その人物の立場の業績を思
い起こさせるような助言を行う
ことで、効果的な役割演技がで
きるようにする｡【観察、台本】 

◎板垣退助や大隈重信、伊藤博文
が、自由民権運動において大き
な役割を果たしていることを理
解している。       【ノート】 

５ ９ 
本 
時 

目標：明治政府の近代化政策に対す
る、国民感情の変化を考える
学習活動を通して、社会的事
象を多角的な視点から考える
力を養う。 

１ 学習問題をつかむ。  
 
 
 
 
 
２ 明治政府による近代化政策にお
ける、国民の心情を「エモグラ
フ」に表す。  

３  グループでエモグラフを重ね
て、最も大きく異なっている点に
ついて議論する。 

４ 全体で共有する。 
 
５ 単元の振り返りをする。  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
◎ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○国民の心情をグラフに表すこと
ができない児童には、それぞれ
の政策によって便利になったこ
とやできるようになったことを
想起させることで、グラフに表
すことができるようにする。 

【ワークシート】  
◎明治政府による近代化政策に対

する国民の感情を、国民の立場
から多角的に考えている。 

  【ワークシート】 
◎単元を通した学びを振り返りな
がら、近代の生活の変化を現代
の生活と結び付け、次の学習へ
のつながりを見いだそうとして 
いる。     【ワークシート】 

 

明治の人々が衝撃を受けた、生活
の変化ベスト３を考えよう。 

現代の生活と文明開化のころの生
活を比べてみて、同じところは身分
がなく鉄道が開通しているところ
で、違うところは服装や機械が普及
していないことだと思った。 

多くの国民が納得するために、明
治政府はどのような政治を目指して
いったのだろうか。 

多くの国民が納得するために、明
治政府は国民の意見を取り入れる政
治を目指していった。 

私は、明治政府による近代化政策
は、国民に大きく受け入れられてい
たと思う。特に、文明開化により西
洋の文化が普及したことで生活が便
利になったことを、当時の国民はか
なり喜んだのではないかと思う。 

ペリー来航から倒幕、明治政府に
よる近代化政策を、国民はどのよう
に受け止めていたのだろうか。 


